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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月25日(2018.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　石造アーチと、該石造アーチの各端部に位置するスパンドレル壁とを備える石造アーチ
橋の下方のスペースを拡大する方法であって、
　前記スパンドレル壁を切断して前記石造アーチの各側に切断部を形成することにより前
記石造アーチ橋に移動可能部分を形成するステップと、
　前記移動可能部分に持ち上げ力を加えて持ち上げ位置まで前記石造アーチを持ち上げる
ステップと、
　前記石造アーチを前記持ち上げ位置に固定するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　持ち上げ前に、前記石造アーチに強化手段を設けない、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　持ち上げ前に、前記石造アーチに強化手段を設ける、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　石造アーチと、該石造アーチの各端部に位置するスパンドレル壁とを備える石造アーチ
橋の下方のスペースを拡大する方法であって、
　前記石造アーチに強化手段を設けるステップと、
　前記石造アーチに持ち上げ力を加えて持ち上げ位置まで前記石造アーチを持ち上げるス
テップと、
　前記石造アーチを前記持ち上げ位置に固定させるステップと、
を含む、方法。
【請求項５】
　前記持ち上げ力を加える前に、前記スパンドレル壁を切断して前記石造アーチの各側に
切断部を形成することにより前記石造アーチ橋に移動可能部分を形成するステップをさら
に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記強化手段を設けるステップが前記石造アーチに圧縮力を加えるステップを含む、請



(2) JP 2017-515028 A5 2018.6.14

求項３乃至５のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記石造アーチに対して１つ以上の紐状構造体を固定して該紐状構造体に張力を加える
ことにより、前記強化手段が設けられる、請求項３乃至６のうちのいずれかに記載の方法
。
【請求項８】
　前記石造アーチの頭頂部の上方の領域で第１及び第２の紐状構造体が横方向にオーバー
ラップする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記強化手段がサドルであり、該サドルが前記石造アーチの上面に設けられる、請求項
３乃至８のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記サドルを前記石造アーチの上面に設けるステップが、前記石造アーチの上面に強化
コンクリート製サドルを打設成形するステップと、前記コンクリートを硬化させるステッ
プとを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サドルを前記石造アーチの上面に設けるステップが、前記強化コンクリート製サド
ルに後張力を加えるステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記強化手段が前記石造アーチに対して力を加えるように配置され方向付けされる１つ
以上のデバイスであり、前記力が少なくとも水平方向の成分を有する、請求項３乃至１１
のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記石造アーチ橋が、１つ以上のさらなる石造アーチと、隣接する石造アーチ間に位置
する対応する１つ以上の橋脚とを有する多重アーチ式石造アーチ橋であり、前記強化手段
が前記さらなる石造アーチに設けられる、請求項３乃至１２のうちのいずれかに記載の方
法。
【請求項１４】
　前記切断部にベアリングを設けるステップをさらに含む、請求項１、２、３、５、また
は、請求項５を引用する請求項６乃至１３のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記持ち上げ力を加える前に、前記スパンドレル壁のうちの、前記石造アーチの横方向
外側の部分にウエッジ形状のギャップを形成するステップと、前記石造アーチを切断する
ことにより第１及び第２の移動可能な石造アーチ部を形成するステップとをさらに含む、
請求項１乃至１４のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記石造アーチを前記持ち上げ位置に固定するステップが、前記第１及び第２の移動可
能な石造アーチ部分の間にウエッジを挿入または形成するステップを含む、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　持ち上げの間、前記石造アーチがその構造的完全性を維持するのを担保するのに十分な
前記石造アーチのアーチ作用が維持されるように前記持ち上げ力が加えられる、請求項１
乃至１６のうちのいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記持ち上げ力が前記石造アーチの下側部分に加えられる、請求項１乃至１７のうちの
いずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　石造アーチ橋であって、
　上面を有する石造アーチと、
　前記石造アーチの各端部に位置するスパンドレル壁と、
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　前記石造アーチに設けられる強化手段と、
を備えてなる、石造アーチ橋。
【請求項２０】
　前記強化手段は、
　前記石造アーチに対して固定される１つ以上の紐状構造体、
　前記石造アーチの上面に設けられるサドル、
　前記石造アーチに少なくとも水平方向の成分を有する力を加えるように配置されかつ方
向付けされる１つ以上のデバイス、
のうちの少なくとも１つを備える、請求項１９に記載の石造アーチ橋。
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